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平成28年度
決算を認定
平成28年度
決算を認定

決算特別委員会の様子

　平成 29 年第 3回定例会は、9月 20 日から 10 月 27 日までの 38
日間にわたって開会されました。
　今定例会では、平成 28 年度一般会計及び 3特別会計決算等の
審議が行われ、決算 4件を認定したほか、区長提出議案 16 件を
可決、議員提出議案は 1件を可決し、報告 1件を了承しました。
　請願・陳情は、1件を採択、1件を不採択、3件を閉会中の継
続審査としました。

特別区税
314億 6,815万円 (24.6%）
特別区民税、軽自動車税、特別区たばこ
税、狭小住戸集合住宅税

地方譲与税

地方消費税交付金

特別区交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

都支出金

諸収入

特別区債

その他

82億8,195万円 (6.5%)

38億 6,213万円 (3.0%)
各種貸付金の元利収入、受
託事業収入など

81億 6,230万円 (6.4%)
施設の建設経費を賄うために
国などから借り入れる資金

利子割交付金、配当割交付金、地
方特例交付金、自動車取得税交付
金、基金繰入金、繰越金など

129億1,734万円 (10.1%)

206億2,567万円 （16.1%）

35億2,192万円 （2.7%）

9億6,260万円 （0.8%）

75億 1,377万円 (5.9%)

4億 3,072万円 (0.3%）

304億490万円 (23.7%)
都区間・区間相互の財源の均
衡化を図り、特別区の効率的・
自主的な運営を確保すること
を目的として交付されるもの

議会費
区議会の運営などの経費
6億 8,657万円 （0.5%）

総務費
129億 5,857万円 (10.3%)
戸籍事務、区民事務所運営、
防災対策などの経費

福祉費
457億 8,242万円 (36.5%)
高齢者・心身障害者福祉、生活
保護、保育園の運営などの経費

衛生費
35億2,952万円 (2.8%)
各種健康対策、保健所の運営
などの経費

環境清掃費 38億7,754万円 (3.1%)
廃棄物収集、リサイクル推進、環境保
全事業などの経費

都市整備費
まちづくり、区営区立住宅の管理などの経費

48億 8,216万円 (3.9%）道路、公園などの整備、自転車対策、
緑化推進などの経費

文化商工費

文化・芸術、商店街・中小企業
の振興などの経費

49億 937万円 (3.9%)

教育費

小中学校、幼稚園、図書館
の運営などの経費

158億 4,468万円 (12.6%)

公債費

特別区債の元利償還などの経費
26億 5,220万円 （2.1%）

諸支出金
各種基金への積立金、特別会計への
繰出金などの経費

226億 613万円 (18.0%)

一般会計
歳出決算額

1,255億4,944万円1,281億5,143万円

（100.0%）（100.0%）

一般会計
歳入決算額

土木費78億2,028万円 (6.2%）
※数値については、単位未満を四捨五入して
あるため、総数と一致しない場合があります。

一般会計歳入歳出決算の内訳

　

平
成
29
年
９
月
４
日
、
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
に
対
し
、
要
請
書

を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

貴
国
が
、
６
回
目
と
な
る
核
実
験

で
あ
る
水
素
爆
弾
実
験
を
９
月
３
日

に
実
施
し
た
と
の
報
道
に
接
し
た
。

こ
れ
は
８
月
29
日
の
日
本
国
上
空
を

通
過
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
に

引
き
続
く
行
為
で
も
あ
り
、
国
際
社

会
の
安
全
と
平
和
を
希
求
す
る
豊
島

区
議
会
と
し
て
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ

た
っ
て
行
っ
て
き
た
抗
議
、
要
請
を

無
視
し
た
、
全
世
界
、
全
人
類
に
敵

対
す
る
暴
挙
で
あ
る
。

　

貴
国
の
一
連
の
行
動
は
、
国
際
連

合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
明
確
に

違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
核
拡
散
防

止
体
制
へ
の
流
れ
に
逆
行
し
て
こ
の

よ
う
な
実
験
を
行
っ
た
こ
と
は
、
国

際
社
会
へ
の
明
ら
か
な
挑
戦
で
あ
り
、

強
い
憤
り
を
禁
じ
得
な
い
。

　

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
平
和
な
世
界

を
実
現
す
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の

願
い
で
あ
り
、
非
核
都
市
宣
言
を

行
っ
た
豊
島
区
に
と
っ
て
、
核
実
験

の
実
施
と
核
兵
器
の
保
有
は
断
じ
て

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

よ
っ
て
、
豊
島
区
議
会
は
、
今
回

の
貴
国
の
核
実
験
に
断
固
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
核
兵
器
及
び

核
開
発
計
画
を
即
時
放
棄
す
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
。

平
成
29
年
９
月
４
日

日
本
国
東
京
都
豊
島
区
議
会
議
長　

木
下 

広
要
請
書
を
送
付
し
ま
し
た

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
断
固
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
核
兵
器

及
び
核
開
発
計
画
の
即
時
放
棄
を

求
め
る
要
請
書

点
字
に
よ
る
請
願
（
陳
情
）
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
　
　
　
　

議案等の審議結果一覧
　　………………… 2 面
区政のここが聞きたい
～一般質問（要旨）～
　　…………… 3 ～ 6 面
常任委員会Ｑ＆Ａ
決算特別委員会
　　…………… 7 ～ 8 面

　

平
成
29
年
9
月
20
日
に
豊
島
区
議

会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
点
字

に
よ
る
請
願
書
（
陳
情
書
）
が
受
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

点
字
に
よ
る
請
願
書
（
陳
情
書
）

に
つ
い
て
は
、
一
旦
お
預
か
り
し
た

の
ち
、
区
議
会
事
務
局
で
訳
文
の
作

成
を
行
い
ま
す
。

　

訳
文
が
完
成
し
、
請
願
者
（
陳
情

者
）
と
内
容
を
確
認
し
た
上
で
受
理

と
な
り
ま
す
が
、
内
容
を
ご
確
認
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
翻
訳

や
事
務
の
時
間
を
含
め
、７
日
間（
休

日
を
除
き
ま
す
）
か
か
り
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
る
際
は
、
事
前
に
区
議

会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、今
後
の
議
会
日
程
（
予
定
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
日
程
（
予
定
）

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会

12
月
5
日　

本
会
議
（
最
終
日
）

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会

２
月
７
日　

告
示

２
月
８
日　

請
願
・
陳
情
締
切

２
月
14
日　

本
会
議
（
初
日
）

２
月
20
日　

本
会
議（
一
般
質
問
）

２
月
21
日　

本
会
議（
一
般
質
問
）

２
月
23
日　

常
任
委
員
会

２
月
26
日　

常
任
委
員
会

３
月
２
日
〜
19
日　

　
　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

3
月
26
日　

本
会
議
（
最
終
日
）


